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 京都府士会5年間の事業内容

 平成24年度パイロット事業内容

 5年間の成果と課題



平成19年度 京都府作業療法士会
特別支援教育ＯＴチーム設立目的

 学校と個人の連携からシステムの連携へ

 作業療法の啓発と地域貢献

 学校（特に通常の学級）での子どもたちの姿を作業
療法士が知る

医療・福祉現場での支援内容の充実

学校という集団・学びの場での具体的支援

 作業療法士の卒後教育

 教育への作業療法の雇用



作業療法推進活動パイロット事業

平成20・21年度
「特別支援教育と作業療法の連携と実践の促進」

平成22年度
「特別支援教育と作業療法の連携と実践を深める」

平成23年度
「特別支援教育と作業療法の連携

－実践の検証とこれからー」
平成24年度
「特別支援教育における作業療法観察チェックリストの
開発 －作業療法の効果を示すための一歩として－ 」



予 算

学校訪問

研修会

冊 子

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

特別支援教育に活か
すOTの知と技 650部

400部 1000部

特別支援教育に活かすOTの知と技
事例集 1200部

作業療法推進活動パイロット事業

京都府作業療法士会

特別支援教育に活かす
OTの知と技 2版 800部

PDFにてHPに掲載



予 算

学校訪問

研修会

冊 子

平成23年度 平成24年度 平成25年度

特別支援教育と作業療法

協働の糸口を探る

100部

HPでPDFにて

作業療法推進活動パイロット事業

京都府作業療法士会

作業療法観察チェックリスト

100部

HPでPDFにて

チエックリストのみHPで

京都府

年中児フォローアップ人材育成



平成19年～24年(6年）の活動

 学校訪問数 約450件

 教員向け講演会 7回（計約800名の参加者）

 冊子発行 ５種類（計3,800部 + HP）
特別支援教育に活かすOTの知と技（初版） 2000部
OTが出会った子どもたち 800部
特別支援教育に活かすOTの知と技（２版） 800部 ＋ HP
特別支援教育と作業療法協働の糸口を探る 100部 ＋ HP

作業療法観察チェックリスト 100部 ＋ HP

 学会発表
全国学会 4回
近畿学会 １回
日本LD学会自主シンポ ２回



 学校でよく見られる子どもた
ちの姿に対し、OTがどのよ
うに考え支援できるのかをQ
＆A方式で示す。

 Q３５と１５キーワード

平成20年度

OTは何ができる？どんな風に子どもを捉える？

OTができることの内容を示す



 保育所・幼稚園 2事例

 小・中学校（通常）14事例

 特別支援学校 5事例

平成2１年度

学校での事例を通して
OTを知ってもらう



相談事例の主訴（一事例で複数主訴）
特別支援学校・就学前除く
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平成20年度全国連合小学校長会（全連小）
特別支援教育委員会調査結果



 学校でよく見られる子どもた
ちの姿に対し、OTがどのよ
うに考え支援できるのかをQ
＆A方式で示す。

 生活行動Q３７と学習Q２９
１７キーワード

平成2２年度

OTが支援できることの広がりを示す

教科・学習への支援（通常の学級）も可能





平成2３年度
OTチームの活動の成果と課題を確認する

アンケート・面接調査の実施



 特別支援教育に関わる作業療法
士の評価能力の向上

 長期的には事例を継時的に追う
ことで、作業療法の効果を示す
ことにつなげる

平成2４年度

教育に向けて ＋ OTに向けての発信

観察チェックリストの作成



（目的）
①特別支援教育に関わる作業療法士の評価能力の向上
②長期的には事例を継時的に追うことで、作業療法の効
果を示すことにつなげる

（主な対象児）
地域の小学校に在籍する
配慮が必要な児童

（用途）
観察チェックリストは学校訪問経験の少ない作業療法
士に観察の視点を提供するとともに、支援効果を客観
的に示すことができるもの。

作業療法観察チェックリスト開発



〈教科〉
「国語」「算数」「体育」
「図画・工作」「音楽」

〈学習の基礎〉
「読む」「書く」「授業態度」
「話す・伝える」
「聞く・理解する」

〈その他〉
「環境」

特別支援教育における
作業療法観察チェックリスト開発

算数の授業を参観

「算数」
＋

学習の基礎
＋

「環境」





成果と課題



成 果
 特別支援学校（地域支援センター）の巡回相談員として
のOTの委嘱は京都府では平成21年度に完了。

常 勤

 市立A小学校（助教諭免許発行してもらい常勤講師 1
年間の雇用 5年目に）

 B町子育て支援課（1名、来年度 ＋ 1名の予定）

 C市子育て発達支援センター（2名）

 D支援学校（常勤実習助手） → 断る

非 常 勤（時間雇用）

 京都府スーパーサポートセンター

 E支援学校

 F支援学校 ・・・・ 等

多数、年々学校数＋時間数増加傾向



課 題

 市町村の行政職としての特別支援教育への参画の
方が安定雇用につながっている（特に、小さな市
町村）。しかし、中心は就学前となる。

 教育は時間雇用や専門家チームとしての活用は増
えるが、今の日本の教育システム（学習活動・学
校は教諭）では安定雇用にはつながらない。

 特別支援学校での雇用の大きな課題は、実習助手
。特に前例としてPT、OT、STの実習助手とし
ての雇用があるところは難しい。



OT協会への提案
 ガイドラインによりOTが発達障害に、何ができるのか（ア
セスメント・支援）を示す。医療・保健・教育・福祉

 OTは特別支援教育に本格的に参画（常勤雇用）するのか？
後方支援なのか？ OTの人材育成プログラム、働きかけ
は変わる

 特別支援教育に本格的に参画するのであれば、「学校に入
る ＝ 教員免許必要」の日本の教育システムを変える必要が
ある。OTの資格で学校へ！

 教員免許必要であるとすれば、現行のどの免許が適切か（
実習助手、自立活動教諭、特別免許状）。特別支援学校限
定で良いのか？

 後方支援とすれば、医療現場にいるOTをどのように教育現
場に参加させるのか（金銭補償のシステム）。

 教育委員会も含めた、行政職としての特別支援教育への参
加も考える。



特別支援教育に関わる
重点的スローガン

 学校教育に参画すべきOTの役割を提案
・配置を促進

 教育関連の法令にかかる領域の作業療
法士活用に関して提言・要望

 教育領域における作業療法養成研修を
企画運営


